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Abstract:Thisstudyistoclarifythelivingsituationsofelderlyoutpatientsthroughan

interview surveybasedontheHRepert｡ryGridTechnique".

Theresultsareasfollows･.

1)Asignificantcorrelationisobservedbetweenscoresofanxietystate(STAI)and

calmnessstateormind,

2)A significantcorrlationisfoundbetweendwellingyearsandcomfortability,

peacefulness･

3)Agoodimpressionortheirlivingspaceisassociatedwiththreecharacteristics:

durationoroccupancy,autonomousthingandhavingvisitorsatanytime.

は じ め に

寝たきりの高齢者にとって,居室は生活の場

である｡ 寝床を中心 とした高齢療養者が生活の

場をどように捉えているかを知ることは,その

人らしい生活を大切にした看護を実践するうえ

で重要である｡ その人 らしさを重視すること

は,その人の生活の質 を高めるといわれてい

る｡ しかし,在宅療養高齢者がどのように生活

環境を認知 しているかを明らかにした研究は少

ない｡

生活範囲が限られたなかで,快適な療養生活

を過ごすには,物理的環境側面 と心理的環境側

面があると考える｡ どちらの側面 も相亙に関連

してお り,様々な環境要因があると思われる｡

特に,在宅療養高齢者が居室環境 を評価する場

合の特徴に,療養者個々人の個別的な ｢生活体

験｣に基づ くことがあげ られる｡

そこで,本研究では,在宅療養の高齢者の心

理状態 と,店室における特性を調査 ･分析 し,

在宅療養高齢者の居室環境 を考えるうえでの基

礎資料を得ることを目的とした｡

1.方 法

対象 :65歳以上の在宅療養者10名,平均年齢

83.8歳 (72-90歳)

日常生活自立度 :ランクC2-1名,他はラ

ンクA～B,全員意識の混濁はなし

調査期間 :平成 8年 6月4日～ 7月29日

調査内容 ･方法 :①属性,②部屋の照度,③

部屋の大きさ等,④心理テス ト (筆者 らは,金

井 らに よ りその有用性 が示唆 されてい る1)

STAIを使用 した),(9室内雰囲気評価法 とし

て SemanticDifferentialMethod (以下 SD 法

と略す)を使用 した｡12評価項 目を用いて,7

段階評価 とした｡同時に,ラダーリング法によ
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表 2 状態不安 と各項 目との関係

I百 日

居 心 地 の よ い -ノTJt!,'-心 地 の悪 い

安 ら ぎの あ る 安 ら ぎの な い

楽 し い - つ ま ら な い

く つ ろ げ る くつ ろ げ な い

明 る い 一 暗 い

静 か な - う る さ い

落ち着 きのある - 落ち着 きのない

広 々 と し た - 狭 く る し い

す っ き り した ごちゃごちゃした

に ぎ や か な 寂 し い

開 放 的 な - 閉 鎖 的 な

白 山 な 束 縛 さ れ た

*P<0.O5,***P<0.001

相関係数

ー0.:)8l

-0.675*

-0.171

-0.644*

-0.185

-0.710*

-0.946***

-().223

-0.032

-0.-119

-0.()18

-O.531

る聞 き取 りを実施 した｡

2.結 果

1.対象者の属性 (表 1参照)

家族構成はひとりを除 き,ふた りあるいは独

居で ある｡

2.状態不安 (sTAH と項 目の関係 (表 2参

照)

状態不安 と ｢落 ち着 きのある｣ (P<0.001),

｢安 らぎのある｣(P<0.()5),｢くつろげる｣(P<

O.()I)),｢静かな｣ (pく0.05)の項 目との相関が

認められた｡

3.項 目と居住年数の関係

屠住年数 と ｢居心地がよい｣ ｢安 らぎのある｣

の項 目 (P<().05)との相関関係が認められた｡

表 3 居室の評価構造

住みなれている 自分の思 うとお りにで きる 人の出入りがある 外的環境 静かさ 物が多い どこにも行けない 部屋が広い yIとり暮らし 物がない 騒 音

気持 ちを明 るくする居 心 地 の 良 い 7 7

安 ら ぎ の あ る 7 7

く つ ろ げ る 7 7 7

落 ち着 きの あ る 7 7 7 7

白 山 な 7 7

楽 し い 6, 7 ノ

開 放 的 な 7 7

7広 々 と し た 7 5,7 6 7

明 る い () 7

に ぎ や か な i

静 か な

7束 縛 さ れ た
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4.居室の評価構造 (表 3参照)

ラダーリングにおいて表現されたすべての評

価項目の内容を分析 し,評価項目間の因果関係

を示すマ トリックスを作成 した｡

3.考 察

1.項 目別得点と状態不安

の関係状態不安の得点と有意な関連の認め

られた項目は, ｢落ち着 きのある｣であった｡不

安 レベルが低い高齢者のラダーリングでは,

自分が生活している環境に対 して,｢安らぎの

ある｣ ｢くつろげる｣ ｢届心地のよい｣ と

いう感情を抱いており,その理由としては,自

分固有の生活空間であるため自分の思い通 りに

できるためというのが中心であった｡また,今回

調査 した高齢者の多くは,硯在の住宅に長年住

んでいるということもあり,住み慣れた環境に

あったこともこれらの感情を抱 くことにつながって

いると考えられる｡一方,不安 レベルが高

い高齢者は,自分が生活している環境に対 して

,｢安 らぎのない ｣ ｢くつろげない ｣ ｢

落ち着けない｣ という感情を抱いており,その理

由としては,隣の部屋がうるさい,ゆっくりした気持ちになれ

ない,やかましいといった理由が中心であった｡こ

の要因として考えられることは,隣の部屋の

者との関係が良好でなく,家族関係に対する思

いが,このような感情を抱 く結果を招いたので

はないかということである (図 1参照)｡不安

レベルが低い高齢者の中に,車の音がうるさい

･やかましいといった騒音に対 し,不満を述べ

る人もいたが,そのことが店室環境の評価に大

きく影響 してはいなかった｡また,不安 レベルの高い高齢



谷垣静子,他 :療養生活の場の特性

隣り合わせに住んでいる｡

AさんとEさんを比較すると,一日をベ ット

上で過ごしている点では同じであるが,｢落ち

着きのある｣という点では相違がある｡ その大

きな要因は,家族が介護をどう受け入れている

かという点である｡また,家族人数 (介護の協

力体制)にも差がある｡独 りで抱え込んでい

るAさんの妹 と,役割分担 を決めて介護にあ

たっているEさんの家族 とでは,心理的にも身

体的にも負担 という点で差がある｡Aさんの場

合,姉妹関係が以前から悪かったというもので

はない｡病状の悪化と妹 さんの持病が重なって

こじれていったのである｡徐々に身体機能が低

下していく中では,介護力の強弱がその後の家

族関係の善し悪 して決定 しかねない｡このよう

なことから,介護力のアセスメントは重要であ

る｡ 島内2)は在宅ケアにあたり家族の日常的な

生活力量や問題対処力を具体的にとらえること

は必須条件であると述べている｡ 介護力が低い

と思われるところには,早期から社会資源を導

入することも考えるべきである｡ また,家族関

係を過去に帰 り修復することは国難であり,立

ち入るべきことでもない｡しかし,要介護者の

日常生活の基本的ニードを満たすことで,心穏

やかとなり,介護者に対 しても素匿になれるこ

ともある｡ 要介護者の ｢ありがとう｣の一言が

介護者の心を穏やかにするのである｡

2.評価項目と居住年数 との相関関係

項目別得点と居住年数の関係では, ｢屠心地

がよい｣｢安らぎがある｣に相関関係が認めら

れた｡住み慣れた場所は居心地がよく,安心 し

て暮らせる場所であるといえる｡高齢者がよく

言 う ｢このまま,ずっとこの家に住み続けた

い｣という希望をかなえることは,その人を最

後まで豊かな気分で暮らせる生活空間を保障す

ることになるのではないかと考える｡

3.屠室の評価構造

全対象者自身の言葉で表現されたすべての項

目内容を分析 し,因果関係をマ トリックスにし

た (表 3)｡ この結果から, ｢自分の思うとおり

にできる｣ ｢住み慣れている｣といった内容で

評価得点が高いことがわかった｡在宅療養高齢

者の居室の評価は物理的な側面や視環境だけを

考えるのではなく,そこに住む家族や友人,あ

るいは他人との交流や人間関係が影響 している

ことが示唆された｡

今回の調査では,属室評価を物理的 ･視覚的

な角度から分析を試みたが,評価の根底には人

間関係があり,その上に物理的 ･視覚的な点が

影響 していることがわかった｡また,高齢者の

場合,長い年月を経て順応 し,住み慣れた環境

をつ くり出していることが わかった｡

北川は3)病や障害を持とうが,他者からの援

助を必要としょうが,高齢者は,自分の生きて

きた時代や社会文化の中で培ってきた価値や知

忠,ネットワークを駆使 して,以前と変わらな

い自分自身であり続けようとしているのである

と述べている｡ 暮らし続けてきた場所で在宅療

養を願う高齢者の多くは,そこで生活し続ける

ことで,自分らしさを主張しようとしているの

ではないだろうか｡自分らしさの主張こそ,坐

きている証なのかも知れない｡

在宅療養の環境をより良いものにするには,

家族 ･近隣者との人間関係を円滑かつ良好に保

持することが人事である｡在宅の居室は,長年

にわたってその人が生活してきた場であり,そ

の人が生活しやすいように:｢夫されている｡ 看

護者はそのことをよく認識したうえで,療義者

とともに生活環境改善の方策を検討する必要が

あると考える｡また,人の出入りは,看護者も

その一 員であることを認識し,処置だけに追わ

れることなく,社会交流を含めた対応が望まし

い｡

5.結 論

1)状態不安の得点と ｢落ち着きのある｣の

項目の関に有意な (P<0.001)相関関係があっ

た｡

2)居住年数と ｢展心地がよい ｣ ｢安らぎが

ある｣の項 目に相関関係 (P<0.05)が認めら

れた｡

3)居室の好的印象の理由の多くは ｢住み慣
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